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感染性廃棄物について 

 

「感染性廃棄物」は医療機関が責任をもって適正に処理を行う必要があります。処理業者に委託

する場合でも、最終処分されるまでは排出事業者である医療機関にも責任があります。処理の確認

は必ず行ってください。 

表 示 等 

収納容器にはバイオハザードマーク（図１）をつけるか「感染性廃棄物」と明記し、他の廃棄物と識別で

きるようにしてください。 

 

 

 

 

 

 

保管する場所 

ナースステーションや処置室等における保管容器には不用意に触れない工夫をしてください。 

また、最終保管庫には注意事項を掲示し、関係者以外が立ち入ることのないように配慮すると 

ともに他の廃棄物と区別して保管してください。 

委 託 契 約 

収集運搬業者、中間処理業者それぞれと委託契約を交わし、契約書を保管してください。 

事業者が特別管理産業廃棄物収集運搬業許可・特別管理産業廃棄物処理業許可を受けているかを

確認するために、許可証の写しを受け取り、保管してください。 

また、委託契約書及び添付された書面は、契約終了日から５年間保管してください。 

※ 許可証の期限が過ぎた場合は、新しい写しを受け取ってください。 

※ 電子マニフェストを導入している場合は加入証も保管しておいてください。 

電子マニフェスト 

電子マニフェストを導入している医療機関は、感染性廃棄物を収集運搬業者に引き渡した日から

３日以内に登録を行ってください。 

※ 情報処理センターから送られる通知により、廃棄物の運搬・中間処理・最終処分の終了をその都度確認

してください。 

※ 特別管理産業廃棄物を年間50トン以上排出（前々年度の発生量が基準）する事業者は、電子マニフェ

ストの使用が義務付けられています。 

紙マニフェスト 

感染性廃棄物はマニフェストを作成の上で引き渡します。 

引き渡し後、Ｂ２票、Ｄ票、Ｅ票の返送を受けて適正処理を確認した上で、Ａ票、Ｂ２票、Ｄ票、

Ｅ票の４枚をセットにして５年間保管してください。 

 

 

 

 

 

 

 

赤：液状又は泥状のもの（血液等） 

橙：固形状の不燃物・可燃物（血液等が付着したガーゼ等） 

黄：鋭利なもの（注射針等）、分別排出が困難なもの 

（図１） 

Ａ 票 － 医療機関からの排出を確認する票 

Ｂ２票 － 中間処理業者への搬入完了を確認する票 

Ｄ 票 － 中間処理完了を確認する票 

Ｅ 票  － 最終処分完了を確認する票 

 



 

参考        感染性廃棄物の判断基準 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「廃棄物処理法に基づく感染性廃棄物処理マニュアル」 

（令和７年４月 環境省 環境再生・資源循環局） 

https://www.env.go.jp/content/900534354.pdf 

より抜粋 

【感染性廃棄物の処理に関するお問い合せ先】   

北九州市環境局 環境監視部 産業廃棄物対策課 

（電話：０９３－５８２－２１７７） 


